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業績予想の修正に関するお知らせ

－通期の連結売上高・利益額は過去最高を更新する見通しです－

最近の業績動向を踏まえ、平成 27年 8 月 7日に公表しました業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たのでお知らせいたします。

記

１．連結業績予想の修正について

（1）平成 28年 6 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27年 7 月 1日～平成 28年 6月 30日）

（単位：百万円）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に

帰 属 す る

当 期 純 利 益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（A） 14,290 1,416 1,422 930 41 円 54銭

今回修正予想（B） 15,119 1,579 1,583 1,012 45 円 20銭

増減額（B－A） 829 162 161 82 －

増 減 率（％） 5.8 11.5 11.3 8.8 －

（ご参考）前期実績

（平成 27年６月期）
13,442 1,335 1,349 818 36 円 93銭

２．個別業績予想の修正について

（１）平成 28 年 6月期通期個別業績予想数値の修正（平成 27年 7 月１日～平成 28年 6月 30日）

（単位：百万円）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（A） 12,875 1,033 1,273 915 40 円 88銭

今回修正予想（B） 13,583 1,098 1,336 938 41 円 90銭

増減額（B－A） 708 64 63 22 －

増 減 率（％） 5.5 6.3 5.0 2.5 －

（ご参考）前期実績

（平成 27年６月期）
12,196 961 1,118 725 32 円 74銭



３．修正の理由

当第 2 四半期のわが国経済ならびに広告業界の景況感は穏やかな回復傾向にあるものの、先行き

は不透明な状況であります。

このような事業環境の中、当社といたしましてはインタラクティブ・プロモーション力の強化を

軸とした営業活動および受注管理の強化に注力いたしました。

その結果、当初計画に比して、規模の大きな新規銘柄の獲得や 1 件あたり 5,000 万円を超える中

大型案件の受注数が増加し、平成 27 年 12 月 9 日に上期の業績予想の上方修正を行いましたが、そ

の後、既存案件の売上拡大や収益の向上に注力した結果、当第 2 四半期連結累計期間の売上高は、

当初計画比（平成 27 年８月７日発表 以下同）８億 29 百万円増の 83 億 95 百万円（前年同四半期

比 20.3％増）、営業利益は２億 32 百万円増の 10 億 66 百万円（前年同四半期比 47.6％増）、経常利

益は２億 31 百万円増の 10 億 68 百万円（前年同四半期比 45.8％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は１億 44 百万円増の６億 93 百万円（前年同四半期比 52.0％増）となりました。

通期売上高につきましては、足元の下期の業績は当初の下期計画に対し堅調に推移しており、上

期の業績が期初計画を上回った部分について、増額修正いたします。通期損益につきましては、上

期の増額に伴う業績連動報酬増等による販管費の上積み分を加味し、通期予想を増額修正いたしま

す。

なお、通期の売上高および、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は過去最高

を更新する見通しです。

期末配当につきましては、10円 50銭を予定しており、現時点で平成 27年 8月 7日の公表から変更

はありません。

※当社は、平成 27 年 7月 1日を効力発生日として、1 株につき 2株の割合で株式分割を実施してお

ります。これに伴い、今期の 1株当たり配当金については、株式分割後の金額を記載しておりま

す。

分割前に換算しますと、期末配当金は21円、通期で 41円 50 銭となり前期と比べ 8 円 50銭増額

となります。

※上記の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確

定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。

以上


